
 

 

令和 5年度 

第 7回 
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学校運営協議会 
 

《日  時》 令和 6 年 2 月２2 日（木） １６：００～ 

《場  所》 横浜市立大口台小学校 １階 家庭科室 

 

＜会次第＞ 

《進 行》 副校長       

１ 校長挨拶             校 長  

２ 委員長挨拶             委員長    

３  令和 5 年度の報告 

(1) 令和 5 年度の学校経営について       校長 

(2) 大口台小学校重点研究について          研究主任 

(3) いじめ防止対策委員会報告         児童支援専任 

(4) 学校評価アンケート結果報告       教務副主任 

(5) 学校評価報告書         教務主任 

(6) 学校の様子                 副校長 

(7) 学校地域協働活動事業報告       学校地域コーディネーター 

(8) 令和 6 年度学校行事予定について       教務主任 

 

4 意見交換 

5  閉会            副校長  

 



1 令和５年度の学校経営について 
 

今年度は５月からコロナが５類相当となり、インフルエンザと同様な感染防止対策を講じました。夏には熱

中症対策を行いながら、教育活動を進めてきました。計画した年間行事予定は、予定通りに進める事がで

き、ボランティアの力も加わって、宿泊体験学習などの校外学習も無事終えることができました。全校開催

のスポーツフェスティバルは、地域のボランティアの協力もあり、午前中で行うことができました。練習時期に

熱中症の心配があり、これ以上種目数を増やすことができませんでした。しかし、土曜日開催で、保護者の

人数制限もなかったため大勢来校され、子どもたちを温かく応援してくださいました。音楽朝会では、学年ご

との発表を全校で鑑賞する時間を設けて、学年ごとのよさを見つけることができました。保護者の皆様にも

参観していただき、子どもたちの合唱や合奏を通じて、子どもたちの成長を感じていただきました。１２月の

作品展では、保育園や盲特別支援学校、地域の素晴らしい作品を展示し、鑑賞することができました。月に

１回は保護者が来校できる機会を予定しました。 

学習においては、教職員が子ども一人ひとりを丁寧に対応し、わかりやすい授業づくりを心がけ、主体的で

対話的な深い学びを目指して指導しました。また、人権教育では人権尊重の理念を基盤とし、ペア学年の

取り組み、盲特別学校との交流や地域の方々の交流などを通じて、多様性を学び、相手を思いやる心を育

み、子どもたちが安心して学校に通えるように環境づくりを行いました。また、横浜プログラムアセスメントを

活用しながら、自己肯定感を高める学習を目指しました。全校の子どもたちは、授業でタブレット端末を使

用し、色々な活用の方法を選択して、主体的に学べるようになりました。学習内容の理解が難しい子どもは、

取り出しの学習教室スマイルルームで計画的に個別に学習しました。日本語の理解が難しい子どもは、国

際教室で計画的に個別に学習しました。このように、見通しをもって個の課題に応じた学習を積み重ねた結

果、学習内容を理解している子どもが増えました。 

学校保健委員会の今年度のテーマは「病気に負けない丈夫な体をつくるゾウ。」で各学年各クラス目標

を掲げて、校庭で運動したり、早寝早起きを心がけたり、手洗いをしっかりするなどして健康管理にも気を付

けてきました。今年度は７０％の子どもたちが体力と知力の伸びを示すことができました。まだまだ課題はあり

ますが、今年度の学校評価をもとに来年度に向けて改善していきたいと思っています。 

学校から必要なことや変更などを知らせるために、学校だよりやマチコミメールを積極的に活用しました。

今後も学校、家庭、地域と情報を共有して、ご理解・ご協力を得ながら教育活動を進めていきます。 

 

 

〇令和５年度入学式 

新型コロナウイルスの感染防止対策を講じて、全ての教職員で１年生を迎えました。保護者の出席は

２名と学校運営協議会の委員の皆様で執り行いました。 

〇学年指導体制 

令和７年度から横浜市の小学校全体で実施される「教科分担制」を今年も導入しました。教科によっ

て担任が入れ替わって授業しました。特に４年生～６年生で教科担任制を強化し、複数の教職員が子

どもの指導を行うことで、多様化する子どもが安心して学校に登校できる環境づくりに努めました。担当

学年の複数の教職員間で密に情報共有を行いました。（砂時計ノートを活用する。） 

〇安心・安全なまちづくり、学校づくり 

安全・防犯・防災に関して、ＰＴＡスクールゾーン対策協議会を、７月１３日（木）に開催しました。ＰＴＡ

校外委員の方々が通学路の安全点検報告や補修箇所の要望を伝え、関係機関の方が改善作業を進め

ました。（路面標示の再塗装、横断歩道の再塗装、停止線の再塗装、マンホール周辺の路面の陥没修

繕など） 

〇学習環境整備 

職員で分担して、学校施設点検を定期的に行い、早期の改善に努めました。安全に配慮し西門近くの



サクラの木など剪定・伐採を行いました。感染症対策では、換気に十分注意し、健康観察も毎日行ってき

ました。保護者もよく連絡をくださり、感謝しています。 

保護者の同意のもと、取り出し形式で特別支援教室「スマイルルーム」の充実も図ることができました。

参加した子どもたちは、自主性が出たり、成績が上がったりという成果もありました。 

 

〇スポーツフェスティバルの開催 １０月２1日（土）午前開催 

赤、青、緑、黄色の４色に分けて、午前中全校で実施しました。保護者の方の制限は行いませんでした。

優先席も設けました。学年ごとに色別のリストバンドをＰＴＡの役員さんが作って配付しました。また、学校

運営協議会の方々に参観していただきました。受付は、ＰＴＡの本部役員にお願いしました。校庭のライン引

きや片付け等は、学校・地域コーディネーターの方々にお手伝いしていただきました。徒競走では全学年一人ひ

とりについて校長がレースとコースを伝え、呼名しました。 

〇１年生から３年生の遠足実施 
１、２年生は貸し切りバス、３年生は電車を利用して、遠足を実施しました。    

行先は１年生が１１月１６日「野毛山動物園」、２年生が１１月９日「よこはまズーラシア」、３年生が１１月８日「み

なとみらいランドマーク方面」でした。 

〇４年生から６年生の宿泊体験学習実施 

４年生と５年生は貸し切りバス、６年生は JR の貸し切り電車と貸し切りバスを利用し、宿泊体験学習を実施しま

した。４年生は６月６日から１泊２日「愛川ふれあいの村」で宮ケ瀬ダムの放水見学、キャンドルファイヤーな

どを体験しました。５年生は９月１２日から１泊２日「三浦半島」で農作物の収穫体験や海の磯体験、キャン

プファイヤーなどを体験しました。６年生は７月１０日から１泊２日「日光修学旅行」で、東照宮などの見学や

天気が急変したハイキング、益子焼の絵付けを体験しました。全員の濡れた靴を旅館の方々が乾かして

くださったという人情にも触れ、深く感謝しました。 

〇令和５年度卒業式 ３月１９日（火） 

式典の参加は５年生、卒業生と卒業生の保護者２名、全職員、学校運営協議会の皆様です。 

〇授業づくり 

今年度の研究テーマは「自己肯定感をもてる子どもの育成」で、自己肯定感が高まっている姿に向け

た手だての在り方について考え、横浜プログラムを活用した授業を研究しています。また、自己肯定感の

高まりを捉えていく方法について教職員で共通理解して、ひとりも取り残されないように、持続可能なカリキ

ュラムマネジメントを研究しています。特に今年度重点を置いて研究をしたのは、横浜プログラムを活用

した授業です。子どもが何を学ぶのか単元ごと明確にし、学習計画を立てています。横浜市の教育ビジョ

ン２０３０に掲げてあるように横浜の教育は「子どもが主体的に考え、学び続け、多様な人々や社会と関わり

合うこと」を大切にしています。本校も横浜版学習指導要領の「総則」に示されている「主体的・対話的で

深い学び」を目指して、人権尊重の教育を基盤にして授業改善を行い、教師の授業力向上に繋げたいと

思っています。子どもに個別に対応する特別支援も積極的に行っています。外国語活動として１年生から

アシスタントイングリッシュティーチャーと一緒に英語でコミュニケーションをとる授業が行われています。

（国で定められた授業時間数は確保しています。） 

 

〇国際教室の充実 

今年度から国際理解教室を発足しました。外国につながる子どもや外国籍の子どもが増え、日本語の

サポートが必要になっているため、日本語の学習を重点的に行っています。 

 

〇幼保小連携実践報告 



１年生の児童が大口台小学校ブロックの保育園や幼稚園の年長の園児との交流を通して、架け橋プロ

グラムを実践しました。自己肯定感を高められる活動を可能な限り計画的に実施しました。園児が小学校

での運動会などの学習活動を共有し、小学校に入学する接続が円滑になるよう努めました。神奈川区の

幼保小連携推進代表校３年目として大口台地区事業実践報告を子ども青少年局に提出しました。 

〇小中連携事業実践報告 

中１ギャップを解消するために、６年生と神奈川中学校の生徒の交流や見学を実施しました。小中学校

の職員間では夏に「保護者の応対や傾聴のしかた」の研修会にスクールカウンセラーをお迎えして行いま

した。教職員のコミュニケーション能力を高めるための研修となりました。 

 

〇働き方改革（学校教育の質を高められるような改善） 

働き方改革プロジェクトチームを発足し、教職員の困っていることや課題について考えました。教職員

の働き方改革につなげられるよう小さなことから積み上げるようにしました。今年度は書庫の書類の整理を

しました。また、教職員の打合せを月曜日に設定しました。週始めに行うことで行事や活動の見通しを共

有できるようにしました。さらに、会議等を火曜日に設定しました。月曜日に資料等の準備ができるようにな

り、休日に出勤がなくなることがねらいです。休日は教職員にゆっくり休んでストレス解消に繋げてほしいと

考えています。朝会・集会・重点研究を金曜日にしました。金曜日は５校時とし、教職員の研究・研修や授

業準備に活用しました。 

年間計画と連携した「週案・月予定」や職員室のグループウェア「ミライム」の積極的な活用を進め、業

務の見える化やペーパーレスを図っています。誰が（どの学年が）どのような活動をどこで何時から行うの

か各自のパソコンや大型モニターに表示されます。全学年で「教科分担制」を行い、教材の準備の効率

化にもつながり、授業の充実を図りました。 

職員室業務アシスタントや非常勤職員の配置や確保、ボランティアの募集を引き続き積極的に行って、

教職員の負担を軽減していきます。今年度のストレスチェックの結果も良好で、職員に報告しました。職

                  
                      
                      

      
                                                 

                                       
                               

                                                

       
                             

                               
                               
                               
                               
                                
                               
                              

                 
   
                  
          

                
                
      

             
               
     

             
              
   

        
         
          
          
          
         
          
    

           
   

                
              

                 
           



員の方々が楽しくやりがいを感じられる職場にしていきたいです。 

 

◼ 地域と連携した学校教育活動について 

・ 学校と地域が連携・協働して一体となって子どもを育てる仕組み 

・ 学校と目標やビジョンを共有した応援団 

大口台の地域の力と学校教育の一体化を目指します 

・「学校運営の基本方針」の承認     ・学校教育目標を理解 

・「連携・協働活動」を協議     ・地域と学校をつなぐ 

・「学校関係者評価」の実施     “子どもを育てる”視点 

 

 

 

〇学校運営協議会設置校として４年目 

・ 学校を支える仕組みの強化 

地域・保護者のみなさんと学校が目標を共有し、一定の権限と責任をもって学校運営に参画する仕

組みです。 

・ 委員構成…１５名まで（①②③立場の異なる構成） 代理出席者はなし 

① 地域住民 

連合町内会長、地域防災担当、放課後キッズクラブ、主任児童委員・民生委員等 

② 保護者代表 

PTA会長 

③ 学識経験者 

神奈川中学校長、盲特別支援学校長、外部有識者 

 

委員の役割 

教育目標を共有して子どものためになるこ

とを考え、責任感と自覚をもつ。 

学校運営協議会の役割 

学校をよりよくする役割。 

学校運営のＰＤＣＡサイクル全体にかかわる。 

地域の皆様や地域学校協働本部の皆様にご支援やご協力いただいて教育活動が充実してい

ることや毎朝の見守り隊の方々に子どもたちが見守られて、安全に登校ができていることにとても

感謝しております。引き続き、来年度もよろしくお願いいたします。 

今年度は、地域学校協働本部の方に周年記念式に卒業生のお話の方を斡旋していただいた

り、１年生の給食補助のエプロン先生や体力テストの補助を募っていただいたりして支援していた

だきました。また、スポーツフェスティバルの当日準備や片付けをお手伝いしてくださいました。３年

生は人権教育［ＣＡＰ］の学習、大口通り商店街でお店体験をさせていただきました。４年生は盲

特別支援学校との交流の中で、学校探検や点字体験などをしました。１２月の人権週間の全校朝

会の時に盲特別支援学校の副校長先生より人権教育のお話をしていただき、学びがたくさんあり

ました。今後もみなさまのご協力のもとに持続可能な活動にしていきたいです。 



〇地域学校協働本部…地域と学校をつなぐ具体の姿 

① 学習支援 

・エプロン先生〔低学年；給食支援〕 

・図書ボランティア  ・体力テストの測定 ・アシスタントティーチャー等 

 

② 安全支援 

・登下校安全指導（見守り隊）  ・学校環境整備等 

 

③ 地域連携支援 

・学校・地域防災（総合防災、避難所等）   

・福祉教育（盲特別支援学校との交流ふれあい活動、地域の高齢者との交流（年賀状づくり）） 

・地域行事（地域交流まつり、神奈川中ふれあいコンサート等）  

・キャリア教育・環境教育等の講師依頼等 

 

 

◼ 地域学校協働活動事業について 

未来を担う子どもたちを健やかに育むために、学校・家庭・地域が連携・協働し、社会全体の教育力の

向上に向けた取組の一層の推進を図ることを目的とします。 

この本部の業務は、地域学校協働活動事業の実施に関して必要な業務全般です。 

「地域学校協働本部」は既存の地域と学校の連携体制をもとにして、地域学校協働活動推進員（学校・

地域コーディネーター）が中心となって緩やかなネットワークを形成し、より多くの幅広い地域のみなさんや

団体等の参画によって地域学校協働活動を推進する体制です。 

〇学校･地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）の配置  

学校とボランティアの連絡調整、学校と地域をつなぐ事業の企画や運営等の中心となる人材として、

教育委員会が開催する養成講座を修了した学校･地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）を

配置。（本校では、岡井委員、山本委員） 

〇地域学校協働本部の設置継続  

今年度は委員長、庶務、会計の担当と役割分担を決めました。学校、地域、保護者、ボランティア、学

校･地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）、自治会町内会や区民利用施設の関係者等で

組織し、学校支援の内容について検討を行うとともに必要な事務経理を行うこと。 （本校では、従前より

活動の実態があります） 

〇学校支援ボランティア活動の実施  

地域住民や保護者が、ボランティアとして地域学校協働を行う体制を整備し、地域学校協働活動を

実施すること。  

〇地域、関係機関との連携・協働  

地域、関係機関等で連携・協働して事業を進めること。  

〇広報啓発活動  

地域の教育力の向上に資するための啓発活動や、学校･地域コーディネーター（地域学校協働活動

推進員）の認知度を広く高めるための広報活動を行うこと。  

〇研修会への参加及び活動報告会での実施内容の報告  

教育委員会が開催する研修会に参加すること。また、活動報告会において活動状況の報告・展示等



を行い、本事業に関する情報提供を行うこと。  

〇事業報告書の作成  

指定様式の事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 令和 5年度の研究の成果と課題 来年度の方向性について  

 

 

昨年度までの研究では、体育や算数の教科の授業を通して、自己肯定感を高める手立てを多く学んできた。今

年度は、横浜プログラムの実践を通して温かな学校風土をつくり、だれもが安心して自分の考えがもて、伝えあ

うことができる学習環境にすることで、子どもの自己肯定感が高められ、学力の向上につながるのではないかと

考え研究を重ねてきた。 

 

〈教師同士で横浜プログラムを体験〉 

子どもの気持ちを想像しながら、だれもが安心して参加でき、ねらうスキルが高まるような立てを話し合った。

職員集団の自己肯定感アップにもつながった。 

〈横浜プログラムの指導プログラム実践〉 

６観点１８スキルをもとに「子どもの社会的スキル横浜プログラム」の「指導プログラム」を選び、実践した。

（「学級風土チェック簡易版」の活用）これらのスキルは、これまでの大口台小の行ってきた研究の視点の「自己

決定や他者との交流、自己受容」と重なり合っている。社会情動的コンピテンシーとも深く関係している。教科

でせまるのであれば、資質・能力の３つの柱の「学びに向かう力、人間性」とも。 

〈定期的な Y-P アセスメントの実施〉 

 ・「教師の見え方」と「子どもの感じ方」のズレに気づく。 

 ・複数の教師の目で多面的に子どもを見ようとする。  

・一人一人の子どもについて常に考えようとする教師になる。 

また、抽出児童を設定し、1 年間を通して児童の変容を見ることで、数値やエピソードで自己肯定感の高まり

がみられるのではないか検証した。 

〈横浜プログラムを活用した教科等の授業についての研修会〉 

 Y-P の考え方を取り入れた国語の授業を実際に体験し、子どもの気持ちを想像しながら効果的な支援とは何

かを考えた。講師の先生から、今まで無意識にやってきたことを意識化させれば、より効果が高まるということ

を学んだ。 

なによりも大きな成果は、この研究を通して、 

教師自身の人権意識の基盤が培われたことである。 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ  自己肯定感をもてる子どもの育成 

サブテーマ～自己肯定感が高まっている姿に向けた手立てのあり方～ 



ここで、大口台の自己肯定感って？…資料で復習。 

児童の変容から見えた成果〇と課題▲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

〇学級では Y-P を通して協調性が見られるようになった。 

〇気持ちの切り替えができるようになった。 

〇登校しぶりが見られたが、友達との関わりが増えていった。 

〇友達がふえ、にこやかになってきた。 

〇言葉のやり取りが増えてきたので、トラブルが減ってきた。 

〇自分の気持ちを言葉で表現することができるようになってきた。 

〇コミュニケーション能力に課題がある子は、友達とコミュニケーシをとるきっかけとなった。 

〇交流を通して人間関係が育ってきた。 

〇高学年は、比較分布図としては、全体的に少しまとまってきている。よい傾向 

 

こんな取り組みをし続けたため〇〇する子どもが増え～ができるようになった。 

〇仲間づくりを重点的に行い、友達同士の関わりを楽しめる子どもが増えているように感じている。 

〇グループトーク的なプログラム小グループでの話し合いは子どもたちも楽しみながらできていた。  

〇相手と気持ちを合わせるプログラムを多く行ったら、相手にたいして言葉を選びながら話そうとす

る子どもがふえた。 

〇異学年の中で交流したことで、上級生として意欲が高まってきて、分布図上でも自己肯定感が上が

っている。 

〇やくそくやルールを示したことで、Y-P では何を言っても大丈夫という安心感があり、自分に自信

をもち友達同士のかかわりが上手にできるようになった。 

 

課題 

▲子どもの変容、そもそも 1 年の一回目のアンケートはまだ子どもが理解できていない。 

▲比較分布図上では、それほど大きな変化が見られない児童が多かった。 

▲ぱれっとでは問題あり。 

▲話し合い活動がスムーズになってきている。YPを行った成果なのか、はっきりと検証が難しい。 

▲子どもたちも互いに受け入れる姿勢で話をすることができていたが、「YP のときは」という枕詞が

ついてしまう状態なので、明確な成果が見えにくい状態。 

▲語彙が少なく、ふりかえりが深まらない。友達とのトラブルも多かったので、今後に向けて検討し

たい。 

 



 

教師側の成果〇と課題▲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

〇Y-P プログラムを教師が実践し、子どもの気持ちになってみたことでどのような手

立てが有効かの気付きがあった。 

〇Y-P アセスメントでは、クラスの分布図や個人プロフィールで子どもの自己肯定感

の変化を数値で見ることができ、それをもとに支援の検討ができた。 

〇抽出児のための支援を考えることは、他の子どもにとってもプラスとなった。 

〇研究会の小グループで話し合ったことを共有できよかった。 

〇Y-P を通してその時間の中での変容も見ることができた。 

〇重点で Y-P をやったので、今まで手探りでやっていたのが、わかりやすくてよか

った。 

〇授業を皆で見合うのは、やはり気付きや学びが多いなと思った。 

〇とても勉強になったので、もっと授業がみたい。 

〇教師側も Y-Pの進め方をしっかり理解して実施することができた。 

〇Y-P そのものの研究は今年度深められたので、各教科に Y-Pの視点を入れたらいい

と思った。 

 

 

課題  

▲ブロック研をもつはずが、やらず YPを練ったり成果を伝えったりすることができ

なかった。⇒やる。 

▲行ったプログラムについてもっと話す時間があるとよい。砂時計タイムなどで軽

い気持ちで話せたら。 

▲継続することが大事だとおもうのですが、一年を通してカリキュラムや行事など

やることが多い中で忙しくできなかった。⇒年間計画に位置付ける。 

▲抽出児童について、具体的に記録に残していくことが大事。⇒紀要に向けてアセス

メントシートや児童の行動から変容を見る。複数の教員の目でその子のエピソー

ドを見る。3回目の Y-Pアンケート〈2月 1週目〉をとる。 

▲事前研や授業後の話し合いが深まりにくかった。⇒講師に答えをききたい。 

 

YP後 振 返        友達 拍手 数     き   れ      

     人 ペア    やれ       仲良     人  や     き          

始め 前 手 合わせ  目  つめ   や     特別 感      

    揃わ  ペア 応援    励         全体 心 合わせ       場面   れ   

    拍手 合わ     き  合わ  人 気持        

   ぐ 仲良  れ   言     



来年度の方向性  

テーマについて 

自己肯定感を変えるべきかという意見がありましたが… 

☆「自己肯定感をもてる子どもの育成」は変更なし。 

2022年度開始、2024年度終了の中期 3カ年計画に拠るため。 

 

 サブテーマを変えるべきか⇒教科が決まってから検討する。 

例）～「できた」「わかった」が実感できる支援の在り方について～はどうか。 

 

研究内容について  

皆さんからのアンケート結果と推進委員で話題に出た（赤）こと 

 

 

 

 

 

 

 

☆これまでの研究を生かし、横浜プログラムを活用した教科の授業研究とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇Y-Pのみの研究ではなく、Y-Pプログラムで学んだ視点を各教科に生かしていきたい。  

〇横浜プログラムを活用した、教科の授業研究 

〇具体的には、教科の中に Y-P の視点を入れ込む。 

〇授業の流れ、支援、学習課題、まとめ、振り返り、発問など教科の授業⇒これまでの研究も生かせる。 

〇教科、行事等を通して自己肯定感を高めさせたい。⇒やり遂げたからこその高学年の今の姿 

〇Y-Pで得たデータを分析し、教科指導に生かす研究 

〇研究テーマについて、「自己肯定感」幅が広い。教科の研究に戻して、手立て的な部分で今年度の研究

を取り入れていけば良いのではないか。 

〇日常の教科指導の中で自己肯定感が高まる場を設定していく必要がある。 

行事や学級経営の中にも Y-Pの視点があり、その中の１つが授業 

 



３ 令和５年度 大口台小学校いじめ防止対策委員会等 報告 
 

月日 取組内容 

４月  ４日（火） ○  め防止基本方針    全

   共通理解 

〇 童 情報    各   引

継ぎ 

〇  計   点指導   確認 

引継ぎ   め  義 確認 

 情報共有 

 

４月１４日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

５月１１日（木） 

５月１２日（金） 

 護者教 相談  

５月１９日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

５月２２日（月） 

～ ２６日（金） 

○第    め  ケー    

 

  態把握 

 具体的 対応策 検討 

 課題 成果 洗    

５月２２日（月）～ 

６月２３日（金） 

〇  ケー      童 担任

 教 相談 

  態把握 

 支援策検討 

６月  １日（木） 

～１６日（金） 

〇第 1      社 的 キル 

  

  グラム         

ケー       

  態把握 

６月１６日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

７月 ７日（金）   め防止対策     例   情報共有 

 支援策検討 

７月２４日（月） 〇Ｙ‐Ｐ研修 支援検討   集約結果     童

  態 応  支援

 検討 

９月 ８日（金）   め防止対策     例   情報共有 

 支援策検討 

９月２２日（金） 

９月２５日（月） 

９月２６日（火） 

９月２８日（木） 

９月２９日（金） 

○個人面談 

 

  態把握 

１０月１３日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

１０月２４日（火）～ 

２７日（金） 

○第    め  ケー    

 

  態把握 

 具体的 対応策 検討 

 課題 成果 洗    

１１月１０日（金）  〇第      社 的 キル   態把握 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～１７日（金）   

  グラム         

ケー    

１１月１７日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

１１月 ６日（月） 

～２７日（水） 

〇  ケー      童 担任

 教 相談 

  態把握 

 支援策検討 

１２月 ○  め解決一斉キャ ペー  

 人権週   

各   人権教     

 取組        

信 

１２月 ７日（木）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

１２月 ８日（金） 

１２月１１日（月）   

１２月１２日（火） 

１２月１４日（木） 

１２月１５日（金） 

○個人面談   態把握 

１２月１５日（金）   め防止対策     例   情報共有 

 支援策検討 

1月１２日（金）   め防止対策     例  

〇  め  ケー  結果 本  

傾向 分析  

     向   取組検討 

○  め防止対策 点検  直  

 情報共有 

 支援策検討 

２月 ９日（金）   め防止対策     例  

 

 情報共有 

 支援策検討 

２月 ５日（月） 

～９日（金） 

○第      社 的 キル 

  

  グラム         

ケー      

  態把握 

 

２月１３日（火） 〇研修 支援検討       課題 成果 洗    

    へ 引継準備 

３月 ７日（木）   め防止対策     例   

   

 情報共有 

 支援策検討 

随時    め防止対策      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★R５ 11    ケー  傾向 

①自分  持  適   現       ず 端的 暴言 暴力 示    

   

②友達  持   づ ず 過剰  ょ       返 討  あ    傾

向     

③物 隠    誰 行    分 ら  事案 複数 あ    

④友達 らさ  困       言 ず   め     我慢     童 

    

⑤公 や登       人     場   ラ ル     

★      対応 方針   令和５  後半 向   

 伝  側  現力 必要   聞 側 相    言     考   ら聞 

姿勢   さ 指導    

 相  言  過剰 落 込む          少       ず  ルー

      ジリエ   身 付 ら         

    通   日常的 SST     取 入     あ 状況       

   行   ら    考  友達 共有        自分事 落  込

む機  設    

 困       抱 込      SOS    方     普段 ら声  

      

 

 

 

 

 

 



 

４ 令和５年度  大口台小学校 学校評価報告 

 

 

     護者     評価  ケー  集計結果 分析     基づ  後 向   方
策や方向性 報告       
 
      
  面   理解 早  童      め  的    取 組む            

基礎的    遅  あ  童  具体物 用  一 一 確認   ら め    ペ やグル
ー               場面   取 入     自分 考  伝        
           後期     タ    端末 使 方  び  童 写真 撮影    
絵 描       イ ノー 上 提              護者 皆    毎日 家
庭  へ ご協力            お げ   童 基礎 力  着       身 
付      
  面       グラムや道  通   童   認め       あ      お互

  深 理解           仲  一緒  的意識    お互  高め       
 送         ら    や   持     みん  協力            
声掛           
 

      
  面    ず自分 考        日常   場面 結び付   具体物 用    

     掛       後  友達 考       通  理解 深めら     集団 
  基礎  ぶ機  設   タ    端末  用        一人ひ   あ     
通  「   」 魅力あ      「楽  」   的    「   や   」 増や 
     友達      教 あ 場面 設        
  面       グラムやグルー    力 入  友達   び 機  増や     

相談      考    め    ラ や 護者 報告     集団意識 高      
          昨       ず教            ろ     伝     
意識           童   認め         自分     ろ  付     
        ら   ろ ろ     ん チャ  ジ        声       
   
 
      
  面           基    ら「    び」    考      識 技能 

獲                  朝モジュールや家庭  等  基礎基本  着 図  
  努め       身 付   識 技能      現    他教 や  場面   び
  用       意識付               互  意 や     や イ ノ
ー  共有  機          場面  自己理解や他者理解 深め 違  認め    
              
  面       グラムや道      通   互   持   過ご  め     

  持 や言      考  機              相    や  相     
受 入  姿    ら              場面 応  自分    べ   考  
自己決        促       指示 待       自分 考   友達 相談  
    ら 適  行   姿  ら              
 
      
  面   基礎基本  着 図  め  丁寧 計算 仕方 指導    文章  み取 方

 確認             算数    教師二人体制    め細    支援    
  努め     童     解 方 説明 あ    自分 考  伝          
取 入       ICT機器 使用  場面 数  設    童  ん 調べ   行    
調べ      め                     
  面     や 級全体     際   あ    言葉      穏や  過ご  



        総 的       盲特別支援       行      他者   や 
 持  芽          一方  言葉 足 ず相      持  伝 ら   場面 
あ    都  持  聞 取 整理   相  伝  方法 一緒 考        
 
 ５    
  面   一人一人 丁寧  取   ら 分  や    づ              

国語 算数    教 担当制   準備       捻            国語   
特 書    苦 意識 あ  童  ん 課題 取 組め    タ    端末 積極的 
 用        友達                         用     深
め  め 役立           ５   算数     前              
 的              ろ ろ  童 対応      教師二人体制    行  
 態 応   モール テ   指導 行      
自分    素直  現    童      あ              外   友達

    遊ん              一緒 過ご     自然 仲 深        
童   助       ドバイ        姿  々 ら     
 

 ６    

     最後      一  充 さ ら      童  躍 場 設   々    
取 組ん       
  面  一人ひ   丁寧  取   ら 分  や    づ             

友達 教     伝            設       後  個々  態 応   モ
ール テ     や  意 伸ば  場面 設    意識    充          努
め       
タ    端末  各教   用      国語や社   図  用   ポー   成  

  体   撮影      考               深め  め 役立      
   教師  守      童  通信  用  互  考  共有  認め  場面    
      
  面      や ラ    1    ペ      通   最高      級  

 本        姿  ら     一方  人 関係や  面  不        期 
  ご家庭      ら  童 寄 添  支援       努め       
    マー フォ やタ    端末 家庭  使用     童 増   ラ ル  ら 

       使 方講座 行      後 情報モラル         指導     
  ご家庭  ルール 確認や使 方 チェ   お願      

 

 全    
    昨       ケー  対象  護者     上  童 教     三者  答

 比較      さら 課題      や            全体的    項  肯
 的  答    教       ご理解           分           コ
メ          意              力         あ    ござ 
        顕著 傾向  ら  設問   通     
設問「   対  理解」      三者  肯 的          マイルルーム 取

      指導    担当教  配置    困      童 グルーピ グ  指導  
  枠 増設            特  童  答   「あ    」 60％     童
      理解                 
   設問「工夫  楽    」      昨      童 「あ    」    答

   や 護者    上  結果        後  教  一 自信          
 意欲的    取 組ん         改善 努め    
設問「教 へ 相談  や さ」       童  護者 肯 的  答 昨       

          昨     教 相談  数 増や   童 悩み  受 止めら    
         教    童理解研修 行   童 寄 添                
設問「 ん あ さ 」      護者や         上  童          

             営    企   各 ラ   童 あ さ     加     
        姿    童自身 あ さ          自覚            
          めあ  設  振 返         互    通    あ さ  



    童自身 考  めあ     取 組め       取 入      
情報モラル ICT機器  用 人権指導   めや差別へ 対応       護者 「  分

 ら  」   答    ら         やお    ホームページ等 取組 お伝  
               
 
保護者による学校評価アンケート（ご質問・ご要望）に対する回答をします。 

ご家庭からのご意見とご提案 学校の対応と回答 

    み 悪    あ         

限                    

     ょ      さ      注意 

    必要        ん  め 欲 

     め 教  増や          

 ば        

      理解  違 や  童 興味  

   み方 違  あ           

 差  ら           確認  

     教  加配     教     

依頼       

遠足や社     際  通 段     貸 

バ   移        場  応   公共

 通機関 利用  方法 是非 ご検討頂  ら

      引率 先 方 負担 増     

   ん  守 べ マナーやルール    び

          存     

人数や 達段階 行先 応   車   公共

 通機関 利用      マナー     

遠足や 外        家庭 一緒 考 

         事 あ         

ご家庭 利用さ  際   題      

  ら       

   絡帳 2 冊         当初   

1 冊   方  荷物 減    日 持 物 

   や    

 童   割や振 返  書  絡帳   

     護者 ら  絡事項     ら 

用さ    市 共通 シ テム「 ぐー 」

 伝           

 染症対策 緩和さ     ず       

   関        場      復 

さ  ほ     例 ば  4        

給食 グルー  ワイワイ食べ       

経験       世代   先 方    増

        ん  グルー       ら

お ゃべ   給食 貴            

 染症対策  め 制限 現在行  お  

 ん   や休み     童      コ

 ナ禍 前 戻      給食 グルー  

食べ        コ ナ禍 経験 ら 

   対面  食事 苦 意識や不  抱 

    童     各 ラ   態    

 担任 決め      

 ー    ール              

   機  取 入  ほ    

  ホームページ 更 頻  あげ     

   童    分           

          一      や面談 

   護者 方    足  ぶ機  設 

    

お ら       マチコミ等 WEB お   

 ほ    

     「 ぐー 」 使用  お ら  

  配信             提   

   お ら  配信   配付 両方 行

       

※行事      々 ご意        

   

    午前 開催や 楽  行     

     童 体調や行事 準備 追    

   落 着       送    考慮

  決          行事     毎

  直          

＊裏面 市教     提   「  評価報告書」 全市共通 式  掲載     

 事前 「  一貫    」  相互評価 「   営協議 」   関係者評価 行  確認        

＊  評価結果          ホームページ  掲載      他 ご意         検討  

め            貴  ご意  あ    ござ      



6 教育活動の具体的な取組 

〇日々の活動の様子 ～学校ホームページから～ 

     

 

     

 

     

 

    

 

     



 

     

 

     
 

     

 

     

 

     

 

       



７ 学校地域協働活動事業報告 

 

４月 ようこそ先輩講師紹介（本校卒業生） 

   エプロン先生 

 

５月 体力測定 測定員 

 

10月 運動会補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


